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夏の風物詩！
納涼大会を楽しむ
　7 月 21 日、29 日の両日、「2012 サマーフェス
ティバル in ながしま」が開催され、夏祭り納涼
大会やブリのつかみ取り、あづま CUP ビーチバ
レーなどの催しで、大にぎわいとなりました。　 
　

◎関連記事＝Ｐ２～３

長島
な     が     し     ま

広報

８



　
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ

ｎ
な
が
し
ま
」
が
、
７
月
21
日
と

29
日
の
２
日
間
に
か
け
て
開
催
さ

れ
、
両
日
と
も
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

21
日
は
、
夏
祭
り
納
涼
大
会

が
開
か
れ
、
会
場
と
な
っ
た
サ

ン
セ
ッ
ト
長
島
前
の
駐
車
場
に

は
、
約
１
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
町
の
特
産
品

や
焼
き
鳥
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど
の

出
店
が
立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
ボ
ン

ボ
ン
釣
り
、
く
じ
引
き
も
準
備
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
や
チ
ビ
ッ
コ
・
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
観

客
も
飛
び
入
り
参
加
し
た
琉
球
国

祭
り
太
鼓
で
は
、
沖
縄
県
で
み
ら

れ
る
伝
説
の
獣
「
シ
ー
サ
ー
」
も

登
場
し
、
観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
歌
手
の
樹
山
か
よ
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
、
特
賞
の
液
晶
テ
レ

ビ
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
会
場
の
雰
囲
気
が
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
会

場
眼
下
の
小
浜
港
か
ら
大
輪
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
真
夏
の
夜
空

を
色
鮮
や
か
に
照
ら
し
ま
し
た
。

　

29
日
は
、
ブ
リ
の
つ
か
み
取
り

大
会
と
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
は
、

町
内
外
の
参
加
者
約
２
０
０
人
が

詰
め
掛
け
、
５
㌔
を
超
え
る
大
物

を
捕
ま
え
よ
う
と
必
死
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
、
見
物

客
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
か
け
ら
れ

る
中
、
捕
ま
え
て
も
大
暴
れ
す
る

ブ
リ
に
四
苦
八
苦
の
様
子
で
し

た
。
こ
の
日
、
鹿
児
島
市
か
ら
来

た
曽
我
健
太
く
ん
親
子
は
「
初
め

て
で
楽
し
か
っ
た
。
泳
ぎ
が
速
い

し
、
つ
か
ま
え
て
も
大
暴
れ
す
る

ブ
リ
は
強
か
っ
た
」
と
話
し
、
満

足
の
様
子
で
し
た
。

　

同
会
場
内
の
砂
浜
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
は
96
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
選
手
ら
は
強
い
日
差
し
の
中

８
つ
の
コ
ー
ト
で
試
合
を
行
い
、

大
粒
の
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

砂
浜
の
コ
ー
ト
と
も
あ
っ
て
、
足

を
と
ら
れ
な
が
ら
猛
ア
タ
ッ
ク
に

ナ
イ
ス
レ
シ
ー
ブ
な
ど
珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
。
大

会
結
果
は
、
男
子
２
人
女
子
２
人

の
部
は
、
ヘ
イ
セ
イ
キ
ャ
ン
プ

チ
ー
ム
（
鹿
児
島
市
）
が
、
男
子

３
人
女
子
１
人
の
部
は
、
せ
せ
ら

ぎ
ひ
か
る
チ
ー
ム
（
鹿
児
島
市
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

今年の夏も「長島」が熱い
2012 SUMMER FESTIVAL in NAGASHIMA

納 涼 大 会 の 会 場 と な っ た
サンセット前駐車場

樹 山 か よ さ ん の
歌謡ショー

夏の夜空を飾った大輪の花火
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ボンボン釣りを楽しむ子どもら

特賞の液晶テレビが当たる抽選会

「シーサー」が登場し会場は大にぎわい

５㌔超のブリをつかまえて喜ぶ参加者

200 人限定で行われたブリのつかみ取り大会

熱戦が繰り広げられたビーチバレー大会

暴れるブリを抱きかかえる参加者
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i n f o r m a t i o n

練習の成果を発揮

男　子

濵畑　星哉（鷹巣小）

梅田　大和（蔵之元小）

棚崎　翔輝（川床小）

井上　　歩（川床小）

長岡　拓海（本浦小）

生駒　泰里（城川内小）

福嵜　樹生（鷹巣小）

立原　幸汰（城川内小）

新田航太郎（平尾小）

白浜　那央（平尾小）

白浜　那央（平尾小）

原　　龍星（蔵之元小）

立原・山﨑・神田・福永

（城川内小）

福山・濵田・尾﨑・小屋

（汐見小）

5 年
25 ｍ自由形

50 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

50 ｍ平泳ぎ

50 ｍ背泳ぎ

6 年
★ 25 ｍ自由形

50 ｍ自由形

100 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

★ 50 ｍ平泳ぎ

100 ｍ平泳ぎ

50 ｍ背泳ぎ

5・6 年
200 ｍリレー

200 ｍリレー

20 秒 7

44 秒 9

32 秒 7

59 秒 9

１分 09 秒 1

19 秒 0

39 秒 9

１分 34 秒 1

27 秒 5

52 秒 4

１分 49 秒 4

１分 03 秒 4

2 分 57 秒 1

4 分 00 秒 6

濵﨑　望美（城川内小）

岩元あやの（鷹巣小）

登尾　果鈴（城川内小）

小嵜　由真（鷹巣小）

岩元あやの（鷹巣小）

大田　菜月（川床小）

梅川　杏梨（平尾小）

岩元　愛音（鷹巣小）

坂上　華彬（川床小）

野村　紗希（川床小）

岩元　愛音（鷹巣小）

荒川　　夢（平尾小）

岩元・岩元・兼・長元

（鷹巣小Ａ）

5 年
25 ｍ自由形

★ 50 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

★ 50 ｍ平泳ぎ

★ 50 ｍ背泳ぎ

6 年
25 ｍ自由形

50 ｍ自由形

★ 100 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

★ 50 ｍ平泳ぎ

★ 100 ｍ平泳ぎ

50 ｍ背泳ぎ

5・6 年
★ 200 ｍリレー

21 秒 0

35 秒 3

32 秒 0

58 秒 6

42 秒 5

21 秒 8

44 秒 0

１分 15 秒 4

34 秒 0

55 秒 2

1 分 36 秒 3

１分 00 秒 1

３分 01 秒 1

女　子

５・６年男女混合

第７回長島町小学校水泳記録会

　7 月 24 日、町内の小学生が参加して第７回長島町小学校水泳記録会が町民プールで開催されました。
　この記録会には、５・６年生が参加し、自由形や平泳ぎ、背泳ぎ、200 メートルリレーなどで、これま
での練習の成果を発揮しました。児童たちは真夏の炎天下のもと精一杯の泳ぎを見せ、友達や家族らから
たくさんの声援を受けていました。

、

［★は大会新記録］
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さ
あ
は
じ
め
よ
う

 
介
護
予
防
③
［
口
腔
ケ
ア
編
］

　

口
は
食
べ
た
り
、
話
し
た
り
、

表
情
を
豊
か
に
す
る
な
ど
、
元
気

で
楽
し
い
生
活
の
要
で
す
。

　

口
の
状
態
が
良
い
と
、
か
む
力

や
飲
み
込
む
力
が
強
く
な
り
、
つ

ば
も
良
く
出
る
よ
う
に
な
り
消
化

が
助
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
か

む
こ
と
に
よ
り
脳
が
活
性
化
し
、

認
知
症
の
予
防
に
繋
が
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

口
の
手
入
れ
と
口
腔
の
体
操
を

毎
日
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
口
の
手
入
れ

　

①
毎
食
後
歯
を
磨
く
。

　

②
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
に
歯
ブ

　

ラ
シ
の
毛
先
を
あ
て
、
時
間
を

　

か
け
丁
寧
に
磨
く
。

　

③
歯
だ
け
で
は
な
く
、
舌
や
ほ

　

お
の
内
側
も
き
れ
い
に
磨
く
。

　

④
入
れ
歯
は
、
は
ず
し
て
表
も

　

裏
も
磨
く
。
ま
た
、
洗
浄
剤
を

　

使
っ
て
清
潔
に
保
つ
。

▼
口
腔
の
体
操

　

①
口
を
閉
じ
た
ま
ま
、
ほ
お
を

　

ふ
く
ら
ま
せ
た
り
す
ぼ
め
た
り

　

す
る
。

　

②
口
を
大
き
く
開
け
、
舌
を
出

　

し
た
り
引
っ
込
め
た
り
す
る
。

　

③
舌
を
出
し
て
上
下
左
右
に
動

　

か
す
。

▼
注
意
点

　

虫
歯
を
放
置
し
た
り
、
合
わ
な

い
入
れ
歯
で
我
慢
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
も
し
、
該
当
し
た
ら
歯
科
医

に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
保
健
衛
生
課
内
）

　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

あ な た の 口 腔 機 能 の 元 気 度 を
チェックしてみましょう。

①半年前に比べて硬いものが食べ
にくくなりましたか？　　　　

■はい　□いいえ
②お茶や汁物等でむせることがあ

りますか？　　　　　　　　　
■はい　□いいえ

③お口の渇きがきになりますか？
　　　　　■はい　□いいえ

※■に２個以上該当する場合は、
地域包括支援センターまでご相談
ください。
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７
月

１
日　
　
　
　

  

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
蔵
之
元
漁
港
）

２
日　
　
　
　

  

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

  

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
知
事
伝
達
式

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

  

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会（
さ
つ
ま
町
）

３
日　
　

  　

    

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
運
営
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

                            

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

                            

鹿
児
島
県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

４
日　
　
　
　

  

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

  

県
森
林
振
興
協
議
会
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

                            

東
町
漁
協
新
後
継
者
激
励
会
・
青
壮
年
部
総
会

（
東
町
漁
協
）

５
日　
　
　
　

  

水
源
地
祭
り
（
指
江
魚
釣
り
瀬
水
源
地
）

６
日　
　
　
　

  

建
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式（
松
ヶ
平
海
水
浴
場
）

　
　
　
　
　
　

  

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
総
会
（
指
江
庁
舎
）

８
日　
　
　
　

  

三
地
区
親
善
体
育
大
会
（
天
草
市
）

９
日　
　
　
　

  

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会（
出
水
市
）

                            

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　

  　

長
島
町
技
連
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

10
日　
　
　
　

  

Ｊ
Ａ
農
政
連
い
ず
み
総
支
部
通
常
総
会

（
Ｊ
Ａ
い
ず
み
本
所
）

11
日 　
　
　

     

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
・
長
島
町
役
場
）

12
日　
　
　
　

  

長
島
町
農
業
者
年
金
受
給
者
総
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

  

ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
来
庁
（
指
江
庁
舎
）

18
～
19
日　
　

  

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会
（
大
分
県
）

20
日　
　
　
　

  

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
・

                            

理
事
会
（
東
京
都
）

22
日　
　
　
　

  

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
（
大
阪
府
）

23
日　
　
　
　

  

地
域
土
木
事
業
連
絡
会
（
薩
摩
川
内
市
）

　
　
　
　
　
　

  

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会

（
薩
摩
川
内
市
）

                            

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

24
日　
　
　
　

  

長
島
町
小
学
校
水
泳
記
録
大
会
（
町
民
プ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　

  

県
港
湾
協
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　
　

  

長
島
町
議
会
第
３
回
臨
時
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

  

阿
久
根
地
区
防
犯
協
会
総
会
（
阿
久
根
市
）

                            

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会
（
指
江
庁
舎
）

26
日　
　
　
　

  

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

27
日　
　
　
　

  

県
国
保
連
合
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

  

出
水
地
区
医
療
問
題
協
議
会
（
阿
久
根
市
）

30
日　
　
　
　

  

獅
子
島
小
学
校
建
設
起
工
式
（
獅
子
島
）

　
　
　
　
　
　

  

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
主
総
会
（
太
陽
の
里
）

　
　
　
　
　
　

  

長
島
福
祉
芸
能
大
会
実
行
委
員
会

（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

                            

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

                            

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会
（
獅
子
島
）

31
日　
　
　
　

  

離
島
振
興
協
議
会
監
査
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

  

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

                            

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
説
明
会
（
出
水
市
）

町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
拡
充

平
尾
出
身
の
作
家
、

妻
木
新
平
の
足
跡

　

町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平

尾
出
身
で
、
作
家
の
妻
木
新
平
さ

ん
（
本
名
・
福
永
隼
人
さ
ん
、
明

治
38
～
昭
和
42
年
）
の
こ
れ
ま
で

の
足
跡
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
同
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

拡
充
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
遺
品
を
整
理
し
て
い
た

東
京
の
遺
族
ら
が
、
愛
用
し
て
い

た
ペ
ン
立
て
や
自
筆
の
絵
皿
な
ど

新
資
料
12
点
を
寄
贈
。
こ
の
ほ

か
、
平
成
2
年
に
町
文
化
ホ
ー
ル

前
に
文
学
碑
を
建
立
し
た
際
の
資

金
の
残
り
を
活
用
し
、
新
た
に
単

行
本
14
冊
と
雑
誌
・
同
人
誌
32
冊

を
加
え
、
ほ
ぼ
全
種
が
そ
ろ
い
ま

し
た
。

　

妻
木
さ
ん
は
、
昭
和
15
年
、
東

京
で
裁
判
所
書
記
を
し
て
お
り
、

看
護
師
と
し
て
召
集
さ
れ
、
亡
く

な
っ
た
妻
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
妻

の
従
軍
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
昭
和
19

年
に
は
、
腕
の
確
か
な
無
免
許
の

医
師
が
、
患
者
に
信
頼
さ
れ
な
が

ら
法
の
裁
き
を
受
け
る
物
語
「
名

医
録
」
で
、
芥
川
賞
の
候
補
に
な

り
ま
し
た
。

　

妻
木
さ
ん
の
お
い
に
当
た
る
福

永
伸
親
さ
ん
は
「
自
宅
に
あ
っ
た

遺
品
を
整
理
し
、
原
稿
な
ど
を
含

む
新
収
蔵
品
を
町
歴
史
民
俗
資
料

館
と
鹿
児
島
市
の
か
ご
し
ま
近
代

文
学
館
に
展
示
す
る
こ
と
に
な
り

あ
り
が
た
い
。
関
係
者
の
ご
好
意

に
感
謝
し
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
同
資
料
館
館
長
で
町
教
育

委
員
会
の
山
﨑
友
喜
社
会
教
育
課

長
は
「
長
島
か
ら
有
名
な
作
家
が

誕
生
し
た
こ
と
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
同
館
は
月
曜
日
休
館

で
、
入
館
料
は
大
人
２
０
０
円
、

小
中
生
１
０
０
円
（
町
民
は
半

額
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

長
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

社
会
教
育
課

　
　
　
　

☎
（
88
）
５
１
６
０

妻 木 新 平 さ ん を 紹 介
する新コーナー

6Nagashima town Public Relations



老
農
の
鍬
一
振
り
や
雲
の
峰　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

更こ
ろ
も
が
え

衣
ま
と
ひ
し
重
さ
脱
ぎ
て
知
る　
　
　
　

竹
内　
　

功

更
衣
タ
ラ
コ
芯
ま
で
焼
き
に
け
り　
　
　
　

迫
口　

君
代

初
夏
の
旅
三
時
起
床
の
永
平
寺　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

雲
の
峰
海
抜
標し
る

す
通
学
路　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

田
に
張
り
し
水
面
に
も
あ
り
雲
の
峰　
　
　

中
橋　

藤
七

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
夏
め
く
風
の
心
地
よ
く　
　

大
堂　

早
苗

艪ろ

を
哭な

か
し
峰
雲
揺
ら
す
新
造
舟　
　
　
　

筑
前　

初
市

我
は
今
心
機
一
転
更
衣　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

山
青
く
海
コ
バ
ル
ト
に
夏
近
し　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

雨
を
待
つ
山や
ま
あ
じ
ざ
い

紫
陽
花
や
恋
心　
　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

減
反
に
転
作
で
き
ぬ
ぬ
か
る
田
は
荒
れ
て
猪
の
遊
び
場
と

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

温
泉
に
浸
り
て
も
ど
る
道
す
が
ら
味
噌
汁
匂
ふ
故
郷
の
香

ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

豌
豆
に
降
る
雪
を
憂
ひ
し
過
去
の
息こ
子
が
今
家
建
て
て
石

を
愛め

で
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

初
生な

り
の
胡
瓜
も
ぎ
来
て
揉
み
お
け
ば
夕
餉
の
卓
に
酢
の

香
漂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

［
短
歌
］

何
事
も
諦
め
ず
と
も
や
る
気
有
り
成
せ
ば
成
る
の
よ
良
事

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

丘
を
越
え
波
間
を
渉
る
発
電
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
文
明
開
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

手
を
か
ざ
し
見
る
陽
の
光
ゆ
る
や
か
に
季
節
の
移
り
早
く

に
な
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

幸
せ
の
タ
ネ
を
ま
く
と
、
幸
せ

の
花
が
咲
く   

　
岡
本  

一
志  

著

　 幸 せ の タ ネ ま き は、 毎 日 の
ちょっとした行い、心掛けででき
ることばかりです。愛嬌のあるイ
ラストも心を和ませてくれます。

ビ
ブ
リ
ア
古
書
学
の
事
件
手
帖

三
上  　

延  

著

　古書店を舞台に「日常の謎」
が展開していきます。実在する
本が各話のテーマになっている
ので、読みやすいと思います。

不ほ
と
と
ぎ
す

如
帰
語
ら
う
如
き
鳴
き
声
の
見
え
ぬ
姿
に
い
と
お
し
さ

湧
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

脳
死
と
て
脈
あ
る
わ
が
子
の
命
削
ぐ
父
母
の
思
ひ
は
宇
宙

よ
り
深
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

閃
光
の
刹
那
に
雷
鳴
轟
き
て
苦
瓜
ハ
ウ
ス
の
葉
群
に
潜
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

植
ゑ
ら
れ
し
田
の
ひ
と
所
丈
低
し
風
に
そ
よ
が
ず
見
え
隠

れ
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

夕
暮
の
水
田
は
澄
み
て
家
々
の
灯
り
ほ
の
か
に
揺
ら
ぎ
て

ゐ
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

潮
引
き
て
渚
に
乾
く
流
藻
の
強
き
西
日
に
日
す
が
ら
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

曾
孫
五
人
生
れ
て
日
日
の
歩
み
あ
り
亡
夫
に
な
か
り
し
果

報
の
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

豪
雨
に
も
立
ち
て
御お

わ座
す
や
田
の
神
の
杓し

ゃ
く
し子
の
雫

し
ず
く
し
た
た
滴
り
止

ま
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

二
十
円
の
金
を
貰
ひ
て
六
日
の
修
学
旅
行
せ
し
を
懐
か
し

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子
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エ
コ
リ
ア
北
薩

第
４
回
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
リ
サ
イ

ク
ル
や
施
設
の
し
く
み
な
ど
の
展

示
の
ほ
か
、
実
際
の
運
転
状
況
が

見
学
で
き
る
見
学
者
コ
ー
ナ
ー
を

常
設
し
て
い
ま
す
。
８
月
26
日
に

は
、
粗
大
ご
み
か
ら
修
理
再
生
さ

れ
た
自
転
車
、
家
具
な
ど
全
50
点

の
抽
選
会
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
搬
入
さ
れ
た
書
籍
・
衣
類
な

ど
を
、
希
望
者
に
数
量
限
定
で
無

料
頒
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
展
示
期
間

　

８
月
24
日
（
金
）
ま
で

　
（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
会
日
時

　

８
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時

○
無
料
頒
布
開
始

　

午
前
９
時
～

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

エ
コ
リ
ア
北
薩

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ab.auone-net.jp/

　

~hokusatu/

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施

設
の
一
部
民
間
委
託

　

組
合
が
管
理
す
る
環
境
セ
ン
タ

ー
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
転
管
理
業

務
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
一
部
民

間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
運
転

管
理
業
務
の
募
集
に
あ
た
っ
て
受

託
で
き
る
条
件
な
ど
、
運
転
管
理

に
必
要
な
資
格
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

総
務
課
施
設
整
備
係

　

☎
（
84
）
４
８
１
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ab.auone-net.jp/

　

~hokusatu/

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

　

総
務
省
統
計
局
、
鹿
児
島
県
、

長
島
町
で
は
、
10
月
1
日
現
在
で

の
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普

段
の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳

細
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇

用
政
策
を
は
じ
め
経
済
政
策
な
ど

に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

就
業
構
造
基
本
調
査
か
ら
得
ら

れ
る
デ
ー
タ
は
、
国
や
県
が
実
施

す
る
雇
用
政
策
や
経
済
政
策
な
ど

を
企
画
・
立
案
す
る
上
で
重
要
な

指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
す
る
地
域
は
、
全
国
か
ら
統
計

理
論
に
基
づ
き
無
作
為
に
選
ば
れ

ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
が
調
査

対
象
に
な
っ
た
場
合
は
、
地
域
の

世
帯
の
確
認
の
た
め
、
9
月
以
降
、

調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
に
訪
問

し
ま
す
。

　

就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
り
集

め
ら
れ
た
情
報
は
、「
統
計
法
」
と

い
う
法
律
に
よ
り
厳
重
に
保
護
さ

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の

ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
統
計
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
８
５

出
水
市
ツ
ル
博
物
館
「
ク
レ

イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
」
の
臨

時
休
館
に
つ
い
て

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
は
、

収
蔵
品
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
貴
重
な
資
料
な
ど

を
末
永
く
保
存
、
展
示
す
る
た
め

の
消
毒
・
く
ん
蒸
作
業
の
た
め
臨

時
休
館
し
ま
す
。

○
臨
時
休
館
日

　

９
月
11
日
（
火
）
～
14
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

出
水
市
ツ
ル
博
物
館

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　

☎
（
63
）
８
９
１
５

災
害
を
受
け
た
か
た
に
対
す

る
県
税
の
減
免

  

震
災
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
損

害
の
程
度
に
応
じ
て
、県
税
の「
減

額
・
免
除
」「
納
期
限
の
延
長
」

な
ど
の
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

措
置
を
受
け
る
に
は
、
一
定
の
要

件
に
当
て
は
ま
る
こ
と
や
申
請
書

な
ど
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
県
税

　

①
個
人
県
民
税

　

②
個
人
事
業
税

　

③
自
動
車
税

　

④
不
動
産
取
得
税

　

⑤
産
業
廃
棄
物
税

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

め
ざ
せ
未
来
の
船
長
、
機
関
長

　

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
と

国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校
で
は
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
学
校
で
は
、
海
技
試
験

に
お
け
る
特
典
と
高
等
学
校
卒
業

同
等
資
格
が
付
与
さ
れ
、
海
運
界

は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関
連
産
業
を
中
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心
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催
日

　

・
口
之
津
海
上
技
術
学
校

　
　

９
月
15
日
（
土
）

　

・
唐
津
海
上
技
術
学
校

　
　

10
月
20
日
（
土
）

○
対
象
者

　

中
学
卒
業
者
ま
た
は
平
成
25
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
か
た

○
願
書
受
付
開
始
日

　

平
成
25
年
1
月
７
日
（
月
）

○
入
学
試
験
日

　

・
推
薦
入
試

　
［
口
之
津
校
］

　
　

平
成
25
年
1
月
19
（
土
）

　
［
唐
津
校
］

　
　

平
成
25
年
1
月
26
（
土
）

　

・
一
般
入
試　

　
　

平
成
25
年
２
月
10
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

口
之
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
７
（
86
）
２
１
５
２

　

唐
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
５
（
72
）
８
２
６
９

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
制
度

　

独
立
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
で
は
、
交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育

成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で

死
亡
し
た
か
た
、
ま
た
は
重
度
の

後
遺
障
害
が
残
っ
た
０
歳
か
ら
中

学
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
育
成

資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制

度
で
す
。
な
お
、
自
動
車
事
故
に

よ
る
重
度
の
後
遺
障
害
者
に
は
、

介
護
料
の
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

○
一
時
金

　

15
万
５
０
０
０
円

○
月
額

　

2
万
円

○
入
学
支
度
金

　

小
・
中
学
校
入
学
時
に
4
万
4

千
円
を
支
給

○
返
済
期
間

　

20
年
以
内

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０
（
０
０
０
７
３
８
）

職
業
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を

習
得
し
ま
せ
ん
か
　

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
障
害

者
が
一
般
就
労
で
き
る
よ
う
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　
［
新
規
学
卒
選
考
］

　

8
月
21
日
（
火
）
～

　

9
月
14
日
（
金
） 

　
［
新
規
学
卒
・
一
般
選
考
］

　

10
月
3
日
（
水
）
～

11
月
16
日
（
金
曜
日
） 

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
ら
れ
た
か
た
は
、
雇
用
保
険
、

訓
練
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

個
人
事
業
税
（
第
1
期
分
）
の

納
税
は
8
月
31
日
ま
で
に　

 

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所(

事
業
所)

を
持
ち
、
事
業
を
行
っ
て

い
る
個
人
の
か
た
が
納
め
る
税
金
で

す
。
県
の
地
域
振
興
局
な
ど
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
年

2
回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
年
の
第
1
期
分
の
納
期
限

は
8
月
31
日
（
金
）
で
す
。
年
税
額

が
1
万
円
以
下
の
場
合
は
、
第
1
期

分
の
納
期
限
ま
で
に
全
額
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

○
納
税
方
法

  

・
金
融
機
関
窓
口

  

・
電
子
収
納
（
ペ
イ
ジ
ー
収
納
）

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
納
付

  

・
口
座
振
替

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
５

　関東ながしま会の第６回総会を開催します。
　当日は、長島町から来賓をお迎えし、故郷の近況な
どをお聞きして、参加者の皆さんの親交を『島美人』
で深めていただきたいと思います。　関東在住の長島
町ゆかりの皆さんが集う、年１回の「ふるさとデー」
です。お誘いあわせのうえ、ぜひご出席ください。
　なお、総会案内が届かないかたは、事務局までご連
絡ください。

関東ながしま会第６回総会を開催

○日時＝ 11 月 18 日（日）
　受　付　午前 11 時～
　総　会　午前 11 時 30 分～正午
　懇親会　正午～午後２時
○場所＝上野精養軒
　東京都台東区上野公園 4 番 58 号
　☎ 03（3821）2181
○会費＝男性：10,000 円、女性：8,000 円

◎問い合わせ先
　関東ながしま会事務局　平﨑裕章
　☎ 090（3409）7649
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ : kantounagashimakai@yahoo.co.jp
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い出は友達の輪
ふるさと学び舎 in 獅子島

岸清掃で汗を流し心を磨く海 汐見小学校で全校ボランティア

　７月 26 日、27 日の２日間、獅子島のアイ
ランドセンターを中心に、町内の小・中学生
39 人が参加した「ふるさと学び舎 in 獅子島」
がありました。
　初日は、Ｂ＆Ｇ指導者会と子ども会育成連
絡協議会が協力し、カヌーとシュノーケリン
グを行いました。初めて、シュノーケリング
を体験する子どもが多く、足ひれなどに苦戦
していましたが、泳ぐうちに海の中の観察が
できるほどになりました。
　２日目は、七郎山トレッキングがあり山頂
までの急勾配な至難のコースにチャレンジし
ました。猛暑の中、大粒の汗を流しながらお
互い声を掛け合い、全員元気に山頂まで歩き
とげました。
　参加した鷹巣小５年の小﨑稜真くんは「友
達が増えた。色々な体験ができて楽しかった」
と話しました。
　今回の体験で子どもたちは、団体行動の大
事さや友達との絆など、心身ともに成長する
夏休みの思い出となりました。

　７月 10 日、汐見小学校（竹内功校長）は、
自分の住む地域のために役に立とうと、汐見
海岸の清掃ボランティアを行い、汗を流しま
した。
　児童たちは、梅雨時期の大雨で上流から流
れてきた金物やビニール、外国から漂着し打
ち上げられたごみを一つずつ拾っていまし
た。作業の途中、児童らは見慣れない外国の
文字が書かれたごみを見つけては「どこの国
のもの。なぜ流れてきたの」と先生に尋ねて
いました。１時間足らずのボランティアでし
たが、準備したリヤカーがいっぱいになるほ
どの量となりました。
　６年の濵田明日香さんは「ごみが多くて
びっくりした。汐見の川や海がきれいになっ
て良かった」と笑顔で話しました。

汗だくになり多種多様な漂着物を拾う児童↓

思

↑全員が完歩し
た、七郎山山頂
までのトッレッ
キング

←シュノーケリ
ングで楽しむ子
どもたち

夕食はバーベキュー。会話が弾
み友達の輪が広がりました↓
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島の海を満喫して長 町建友会がボランティア

↑打ち寄せた砂の
ならし作業（松ケ
平海水浴場）

←流木の撤去のほ
か、駐車場の清掃
も行われました
（小浜海水浴場）

　長島町建友会（福山義弘会長）は、海
開き前の７月６日、奉仕作業で町内２カ
所の海水浴場を清掃しました。
　この日、あづま海水浴場と小浜海水浴
場には、建友会の各会員が所持するパワ
ーショベルやブルドーザー、ダンプ 26
台が集結。波で打ち上げられた砂、流木
などのごみを１日かけて片付けました。
小浜海水浴場では、会員が汗だくになり
ながら大きくなった木々を剪定し、駐車
場と海につながる通路は歩きやすくなり
ました。さすがに機動力のある同会の会
員らは手際が良く、終了後は両海水浴場
は見違えるようにきれいになっていまし
た。
　同会の福山会長は「青く澄みきった海、
白くきれいな砂浜は長島ならでは。町内
外から訪れる観光客をもてなす準備がで
きた」と話しました。

人が南九州大会の切符を手に12 第 33 回Ｂ＆Ｇスポーツ鹿児島県大会

　７月 29 日、いちき串木野市で第 33 回Ｂ＆Ｇスポー
ツ鹿児島県大会が開催されました。
　この日は、長島町から小・中学生 31 人が出場。競
技種目は 100 ㍍タイムレースで、50 ㍍の折り返しで
タイムを競いました。男女別総合順位の上位３人は、
８月 22 日に熊本県長洲町で開催される南九州ブロッ
クＢ＆Ｇスポーツ大会に出場が決まりました。
　鷹巣中 1 年の中村優里さんは「南九州大会でも上
位を目指し精一杯がんばりたい」と抱負を語りました。
○ 南九州ブロック大会出場者
　小学生男子：中村海斗（伊唐小）、鴨川挑成（伊唐小）
　　　　　　  原　龍星（蔵之元小）
　小学生女子：中村朱音（伊唐小）、下塩見理紗（蔵
　　　　　　　之元小）、山田綾香（蔵之元小）
　中学生男子：築地瑠偉（長島中）、鴨川総一朗（鷹
　　　　　　　巣中）、飯尾幸也（長島中）
　中学生女子：原真由夏（長島中）、杉山莉子（鷹巣中）
　　　　　　  中村優里（鷹巣中）

↑大会に出場し
た選手たち

← 100 ㍍ タ イ
ムレースでタイ
ムを競う選手
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川床小がマダイの稚魚を放流元 気に大きく育って
　川床小学校（上野誠校長）は７月 13 日、
育てる漁業を推進する「鹿児島県豊かな海
づくりパイロット事業」を活用したマダイ
の稚魚の放流体験学習を行いました。
　これは、東町漁業協同組合青壮年部（須
﨑隆文部長）が主催。この日は、３・４
年生の児童 27 人が３隻の船に分かれ、脇
崎港沖の八代海に体長７㌢ほどの稚魚約
１万１千 400 尾余りを放流しました。参
加した児童らは「大きい魚に食べられない
ように元気でね」と何度も声をかけながら
稚魚が海に潜っていくのを笑顔で見送って
いました。
　３年の中村颯海くんは「小さくてかわい
かった。これからもこの海で大きく育って
ほしいです」と成長を期待しました。元気に泳ぐ稚魚を放流する児童ら↑

Ａコープあづま店前でチラシを渡す会員↓

「つけてますか？作戦」キャンペーン
めの点灯で事故を防いで早

　阿久根地区交通安全協会長島東支部（石橋親信
支部長）は、事故の未然防止を図るため交通安全
キャンペーン「つけてますか？作戦」を７月 23 日、
A コープあづま店の駐車場で行いました。
　この取り組みは、早めの点灯を心がけるととも
に、夜間の歩行者が増える夏場にあわせて反射材
をしっかり付け、ドライバーに注意を促すことを
目的に実施されました。同会の石橋会長は「一人
でも多くの人に声かけ運動を行い、事故の未然防
止につなげたい」と話しました。

長島町戦没者追悼式
いを新たに故人を偲ぶ誓

　長島町戦没者追悼式が７月 26 日、遺族ら約
100 人が参列し、長島町開発総合センターで行わ
れました。
　戦没者に対し黙祷を捧げた後、川添健町長は

「平和の尊さを後世に伝え、郷土長島の発展を誓
う」と慰霊の言葉を述べました。遺族を代表して
小浜の濵畑順一さんが「先人は祖国の平和と発展
を願い勇戦奮闘された。尊い命の犠牲があり平和
な日々が送れている」とあいさつしました。続い
て各種団体代表者による献花が行われ、戦争がな
い恒久平和への誓いを新たにしました。

平和を願いしめやかに開かれた追悼式↑
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城川内小が長島を探検

　城川内小学校（加治佐敏昭校長）は７月 18 日、
町内の観光名所などを巡り、町の良さを再発見し
ようと社会科見学を行いました。
　この日見学を行ったのは３年生の９人。小浜崎
古墳群や針尾公園、伊唐大橋など７つの観光名所
を巡りました。長島本島と諸浦島に架かる乳ノ瀬
橋では、潮の流れの速い乳ノ瀬戸を通る漁船を橋
の上から見て、児童たちは「こんな狭いところを
運転する漁師さんはすごい」と言いながら、船に
向かって手を振っていました。
　伊唐大橋では、橋の説明がしてある案内板を見
ながら、各自メモを取るなどしくみを勉強しまし
た。最後に、毎床牧場上にある風車展望台では、
高台から見渡せる絶景を楽しむとともに真近に見
える大きな風車を見上げ「風車はすごく大きい。
ビュンビュンと音を立てながら回っている」と興
奮の様子で、心に残る探検学習となっていました。

のいいとこ見つけたよ町

↑餅まきが行われ
落成を祝う関係者

←３カ所目の作業
所「ぽんぽこ村三
丁目」の外観

福祉作業所の新たな取り組み
んぽこ村三丁目が開所ぽ

　7 月 21 日、町内で活動するＮＰＯ法
人長島福祉作業所ぽんぽこ村（大堂和枝
理事長）が、知的障害者らを対象とした
３カ所目の作業所「ぽんぽこ村三丁目」
を開所しました。
　この作業所は、平尾の母良木集落に位
置し、以前まで縫製工場として使われて
いた平屋３棟を改修。従来の就労支援事
業に加え、自立訓練や生活介護をスター
トさせました。
　この日式典には、新たな作業所の落成
を祝おうと約 100 人が出席し、餅まき
が行われるなど大にぎわいとなりまし
た。同法人の大堂理事長は「『明るく楽
しくのんびりと』の創業時の精神を忘れ
ず、一層努力します」とあいさつしまし
た。式典終了後は、「ぽんぽこ村夏祭り」
があり、ダンスや踊り、入所者によるカ
ラオケ大会が開かれ、終日笑い声が絶え
ない日となりました。

↑乳ノ瀬橋か
ら乳ノ瀬戸の
速い潮流を見
て驚く児童た
ち

←毎床牧場上
にある風車展
望台から出水
方面を望む
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（　）内は前月比

 11,478(+47)
   5,532(    -3)
   5,946(+50)
   4,455(+33)

平成 24 年 7 月 31 日現在
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壇
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平
薮
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ガ
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：
２
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松
グ
ラ
ン
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第
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有
限
会
社
海
峡
の
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代
表　

上
窪　

正
志

　
　
　
　
　

花
壇
名
：
万
葉
の
里

○
第
66
号　

瀬
戸
の
会

　
　
　
　
　

代
表　

瀬
戸
す
み
子

　
　
　
　
　

花
壇
名
：
愛
花
園

○
第
67
号　

渡
口
会

　
　
　
　
　

代
表　

瀬
戸　

祐
博

　
　
　
　
　

花
壇
名
：
渡
口
会
公
園

景
観
協
定
認
定
団
体
新
た
に
８
団
体
を
認
定

　

主
に
国
道
や
県
道
沿
い
に
花
壇
な
ど
を
造
成
管
理
し
、
花
に
よ
る
本
町
の

景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
７
月

13
日
に
８
団
体
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

↓新たな景観団体に認定された代表者ら

独居老人宅などの支障木を伐採します！
　
町
で
は
、
独
居
老
人
な
ど
の
宅
地
に
お
い

て
、
倒
木
の
危
険
性
や
生
活
す
る
上
で
支
障
を

来
し
て
い
る
、
樹
木
な
ど
の
伐
採
と
除
草
作
業

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
作
業
内
容
は
、
同
一
世
帯
を
１
日
で
完
了
で

き
る
範
囲
を
基
本
と
し
、
見
栄
え
を
良
く
す
る

た
め
の
樹
木
の
伐
採
・
剪
定
な
ど
は
事
業
の
対

象
外
で
す
。
詳
し
く
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
①
と
も
し
び
隊
の
要
援
護
者
台
帳（
以
下「
台

帳
」
と
い
う
。）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

　
②
台
帳
に
未
登
録
の
か
た
で
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
か
夫
婦
の
み
の
世
帯

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
程
度
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
か
た
が
い
る
世
帯
。

　
③
台
帳
に
未
登
録
の
か
た
で
、
一
人
暮
ら
し

か
夫
婦
の
み
の
世
帯
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
に
お
い
て
要
支
援
又
は
要
介
護
の
認
定
を

受
け
た
か
た
が
い
る
世
帯
。

　
④
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
者

○
提
出
書
類

　
①
長
島
町
独
居
老
人
等
宅
支
障
木
伐
採
事
業

申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

　
②
伐
採
箇
所
の
図
面
ま
た
は
写
真

　
③
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類
（
手

帳
な
ど
の
写
し
な
ど
）

○
申
し
込
み
受
付
開
始
日

　
８
月
13
日
（
月
）

○
実
施
期
間

　
９
月
３
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
３
月
29
日
（
金
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
お
申
し
込
み
先

　
役
場
町
民
福
祉
課

　
総
合
管
理
課
（
指
江
庁
舎
）

　
☎
（
86
）
１
１
１
１
［
内
線
１
１
３
３
］

※ ７ 月 ９ 日 か ら の 住 民 基 本 台 帳 法 の 改 正 で、
　 外 国 人 住 民 に 対 し て も 同 法 が 適 用 さ れ る
　 こ と に な り、 そ の 数 値 も 含 ま れ て い ま す。
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
６
月
号
で
２
株
の
キ
ュ
ウ
リ
か

ら
始
め
た
家
庭
菜
園
の
成
長
記
で

す
。
長
雨
で
葉
の
色
が
変
わ
り
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
後
半

に
無
事
２
本
が
実
り
、
夏
の
恵
み

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
塩
に
か

け
た
だ
け
あ
っ
て
格
別
な
味
と
な

り
、
毎
日
の
水
か
け
、
虫
が
付
い

て
い
な
い
か
な
ど
朝
晩
見
る
キ
ュ

ウ
リ
が
と
て
も
か
わ
い
く
て
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
実
り
始

め
た
ち
っ
ち
ゃ
な
恵
み
が
日
ご
と

に
成
長
す
る
の
を
見
て
い
る
と
、

子
育
て
も
同
じ
こ
と
だ
と
実
感
で

き
る
毎
日
で
す
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

  ８/２６   ８/３１ １

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

  ８/２７   ８/２８   ８/２９   ８/３０

２０１２9

３０

○平尾診療所 88-2595
○クリニック .なかむら 62-0241
○鶴見医院 73-0553
○恒吉医院 82-0048
○よしだ歯科クリニック63-1555
◇キッズクリニック 63-7707
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根店 72-5060

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定・胃がん検診
（山門野コミュニティセンター）
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定・胃がん検診
（川床コミュニティセンター）
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○三慶医院 63-2333
○喜多医院 72-0038
○平田整形外科クリニック 62-8801
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
◇こどもクリニック永松64-1500
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ひまわり薬局 62-6070
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

◎特定・胃がん検診
（川床コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎特定・胃がん検診
（幣串漁村センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定・胃がん検診
（高齢者コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎特定・胃がん検診
（獅子島アイランドセンター）
◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○野田診療所 84-2023
○しみずこども医院 68-0633
○おかだクリニック 63-7011
○橋口歯科医院 63-2330
◇しみずこども医院 68-0633
□野田調剤薬局 84-2856
□すくすく薬局 72-5010
□長島調剤薬局 64-5555

　　　　　敬老の日

○長島クリニック88-6405
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○いまむらクリニック 73-1700
○林泌尿器科クリニック64-8800
○石沢歯科医院 84-4411
□メープル薬局 62-9292
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□市民調剤薬局 68-0150
□しおかぜ薬局　88-6011

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

　　　　　秋分の日

○平尾診療所 88-2595
○さくら通りクリニック62-2311
○門松医院 64-6100
○友愛クリニック 64-2101
○塩山歯科医院 62-2634
□さくらんぼ薬局 68-7000
□めぐみ薬局 82-5551
□中央薬局 73-2907

○飯尾医院 88-5040
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○山田クリニック 72-0420
○福元医院 67-3200
○スマイル歯科医院 75-3300
◇出水総合医療センター67-1611
□いずみ調剤薬局 68-5822
□ハート薬局 79-3877
□のぞみ薬局 73-2131

　　　　

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定・胃がん検診
（諸浦コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月 17日は敬老の日です。
　敬老の日は、「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」　
　ことを趣旨としています。

●９月 22日は秋分の日です。
　秋分の日は、「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」ことを趣旨として
　います。

○鷹巣診療所 86-0054
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○北国医院 72-0016
○しもぞのクリニック 63-8300
○しお歯科医院 67-5844
◇出水総合医療センター67-1611
□フタヤ薬局 67-5253
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□上野薬局 72-1016
□長島調剤薬局 64-5555


